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(3) たとえば次を参照｡杉本卓洲 ｢菩薩の捨身行- ジャー タカと法華経の交渉の一側面｣(塚本
啓鮮編 『法華経の文化と基盤』,平楽寺書店,1982)｡岡田虞美子 ｢血の布施物語･慈力王説話


















































































(9) 同 ｢若有蓉心欲得阿蒋多羅三就三菩提者,能燃手指乃至足一指供養俳塔,勝以薗城 ･妻子及三

















































































下線 :在家者 †:象徴的捨身 (後述) 停会数園は除く(15)










































































































































































































































上の一覧 (表 1)をみて直ちに気づ くのは捨身に幾つかのパターンが存することで




























































































































































































































































(37)『放光般若経』巻二十 (T8,146a),羅什葦 『般若経』巻二十七･法伺品 (T8,422C),『小品
般若経』巻十･曇無喝品 (T8,585bc),『大智度論』巻九十九 (T25,749bc)など参照｡
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東 方 学 報
(2)死後の繁栄を願って,老後の林任期の婆羅門が自殺すること
(3)病気などにより法典の定める身髄浄化儀程を行なえなくなった老人の自殺



































































東 方 学 報










































































































































東 方 学 報
まだ完全に素晴らしいとはいえず,一長一短があるのだ｡但紛
























(99) 求郡蚊陀羅詳 『雑阿含経』巻三十四 ｢如是衆生過去世時,必馬我等父母兄弟妻子親展師友知
識｣｡(T2,242a)
(lo) 『法鏡経』｢衆生先世亦曽我子,吾亦曾薦衆生子｣(T12,18C)0『大賓積経』金八十二･郁伽長








































































































































て ｢拾行｣むめを撃げ,それを拾財 ･拾法 ･捨畏(uDの三種に分類し,そのうちの拾財について,
伽 『大般浸紫綬集解』巻六十九 ｢借亮日｡"求身求財"者,身是内命,財是外命也｣(T37,603
a)0





(14) たとえば ｢明拾外財則易,拾内財則難｣(T25,835b)など｡なお同名には ｢菩薩大士,捨有
二種,一着内拾,所謂身命,二者外拾,謂財賓等｣(T25,833a)という一節もある｡既に確

























































































































































読,弟の子良は二十一歳 と若い｡それ故,この頃の彼 らが捨身の風潮をっ くりだした
とは少々考えにくい｡むしろ記録としてははっきり残っていないが,劉宋後牛期の段階で
既に物品布施を捨身と栴することがあったと想像することも不可能ではない｡ひとつ








をっくして,四部衆 (僧尼と在家の男女)に射して ｢無遮｣- 無制限に,(18め食事や物品など
を布施する大集合である｡(a)無遮大台は梁武以前にも中国で行なわれていた｡『高僧侍』巷











を頻繁に催している｡たとえば大同元年 (535)には三月に ｢無遮大倉｣が,四月 (五月)に


























































































ヤ ･ティッサ王 (Devanaqlpiyatissa)が王位 (王権)を大菩提樹寺に捧げた｡紀元前一世紀










































ことについてであるが,以下これと同様の形式の問答が,耳 ･鼻 ･舌 ･心 ･身命 ･頑 ･連
膚頂髪 ･支節骨 ･牙歯に関してもなされ,全部で十項目となる｡これらの箇所では,眼を





である｡このように東暫 ･併陀政陀羅謬 『華厳経』から梁 ･武帝赦寓 『出家人受菩薩戒法』
への影響関係が考えられるのであるが,さらに興味ぶかいことは,両者の関係が恐らくは
南奔 ･育子良の『浮佳子』を仲介すると推測される鮎である｡(1m)そしてもしそう考えてよい
(145)諏訪義純 ｢梁天監十八年赦寓 ｢出家人受菩薩戒法巻第一｣について｣(同 『中国南朝係数史の










東 方 学 報
とすれば,ここにも南賓沸教から梁の武帝へという流れが認められる｡
さて 『出家人受菩薩戒法』の ｢掲磨四｣において次に記されるのは ｢轟書法時｣に行な
うべき十項目である｡すなわち摸善法戒の具髄的項目であるが,そこにも 『華厳経』十廻






















































































る｡物品の布施を捨身と呼び得た理論的根接としては,｢内命 ･外命｣や ｢内財 ･外財｣と
いった表現に見られる,身髄と財産の閲に本質的な相違を認めない考え方があった｡
本稿では捨身と自殺の関係を考察することによって,中国係数に特有であるかのように
みえる捨身という行為が,インドで行なわれていたとしてもあながち不思議ではないこ
と,そして宗教の烏に自らの命を絶っという考え方が係数に限らず贋くインド宗教文化に
根ざすものであった可能性のあることを指摘した｡ただ中国のばあい,恐らくはいっの時
代であっても基本的に同じと思うが,捨身を賞讃する人がいるのと同時に,捨身を自殺と
みなして嫌悪する人々もいたのであり,両者が併存したことは,論理としてどちらが正し
いかといった問題ではなく,いっの時代にも入関には二つのタイプがあり得ることを反映
するものであろう｡
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